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(57)【要約】
【課題】　動作が行い易い状態を保持しながら身体への
追従性が高く、また動作による破断が防止される美容パ
ンツを提供する。
【解決手段】
　美容パンツ１は、大腿部を被覆する部分１４には、長
形の低密度ポリエチレンシート３ｄ，３ｄと長形の高密
度ポリエチレンシート２ｅ，２ｅ・・とが、それらの長
手方向を足の方向に向けた状態で、交互に配置され、大
腿部を被覆する部分１７には、長形の低密度ポリエチレ
ンシート３ｅ，３ｅと長形の高密度ポリエチレンシート
２ｆ，２ｆ・・とが、それらの長手方向を足の方向に向
けた状態で、交互に配置されている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　比重が０．９１０以上０．９２０未満である低密度ポリエチレンシートと、比重が０．
９２０以上０．９６０以下である高密度ポリエチレンシートとを含んでおり、
　大腿部を被覆する部分には、長形の前記低密度ポリエチレンシートと長形の前記高密度
ポリエチレンシートとが、それらの長手方向を足の方向に向けた状態で、交互に配置され
ていることを特徴とする美容パンツ。
【請求項２】
　更に、下腿部を被覆する部分には、長形の前記高密度ポリエチレンシート及び長形の前
記低密度ポリエチレンシートの長手方向とが、それらの長手方向を足の方向に向けた状態
で、交互に配置されていることを特徴とする請求項１に記載の美容パンツ。
【請求項３】
　ウェストラインを被覆する部分及び踝部を被覆する部分には、緊締部が形成されること
を特徴とする請求項１又は２に記載の美容パンツ。
【請求項４】
　前記大腿部を被覆する部分における前記高密度ポリエチレンシートの短手方向の幅が、
１ｃｍ以上３ｃｍ以下であることを特徴とする請求項１乃至３の何れかに記載の美容パン
ツ。
【請求項５】
　前記下腿部を被覆する部分における前記高密度ポリエチレンシートの短手方向の幅が、
１ｃｍ以上３ｃｍ以下であることを特徴とする請求項２乃至４の何れかに記載の美容パン
ツ。
【請求項６】
　内側には、オイルが塗布されることを特徴とする請求項１乃至５の何れかに記載の美容
パンツ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、身体に着用する美容パンツに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、身体に着用して使用するものとしては、フィルムを巻き付けるボディパック
や、開口部がゴム紐等により伸縮自在になっており、かつ脚挿入部の裾部が封止され袋状
になっているエステパックウエアが知られている（特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００３－２３５６４４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、このようなボディパックでは、身体に合わせて巻き付けることで、身体
の形状に沿い得る性質である追従性が極めて高くなっているが、フィルムの巻き付けや取
り外し作業が面倒であり、一旦フィルムを巻き付けると手足が拘束されて動きにくくなっ
ていた。
　これに対し、エステパックウエアでは、胴挿入部と脚挿入部とが薄い連続する合成樹脂
フィルムにより製作されていることから、着用した状態で動作を行うことは可能であるも
のの、各部毎に伸縮しないため、身体への追従性が低く、また合成樹脂フィルムが破断す
る可能性があった。
【０００５】
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　そこで、本発明の目的は、上記従来のボディパックやエステパックウエアの課題を解消
し、動作が行い易い状態を保持しながら身体への追従性が高く、また動作によって破断し
にくい美容パンツを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明のうち、請求項１に記載された発明は、比重が０．９１０以上０．９２０未満で
ある低密度ポリエチレンシートと、比重が０．９２０以上０．９６０以下である高密度ポ
リエチレンシートとを含んでおり、
　大腿部を被覆する部分には、長形の前記低密度ポリエチレンシートと長形の前記高密度
ポリエチレンシートとが、それらの長手方向を足の方向に向けた状態で、交互に配置され
ていることを特徴とするものである。
【０００７】
　ここで、本発明における美容パンツとしては、ウェストラインから下腿部までを被覆す
る長ズボン状のものに限らず、ウェストラインから大腿部までを被覆する半ズボン状のも
のも含まれる。
【０００８】
　請求項２に記載された発明は、請求項１に記載の発明に加え、更に、下腿部を被覆する
部分には、長形の前記高密度ポリエチレンシートと長形の前記低密度ポリエチレンシート
とが、それらの長手方向を足の方向に向けた状態で、交互に配置されていることを特徴と
するものである。
【０００９】
　請求項３に記載された発明は、請求項１又は２に記載の発明に加え、ウェストラインを
被覆する部分及び踝部を被覆する部分には、緊締部が形成されることを特徴とするもので
ある。
【００１０】
　請求項４に記載された発明は、請求項１乃至３の何れかに記載の発明に加え、前記大腿
部を被覆する部分における前記高密度ポリエチレンシートの短手方向の幅が、１ｃｍ以上
３ｃｍ以下であることを特徴とするものである。
【００１１】
　請求項５に記載された発明は、請求項２乃至４の何れかに記載の発明に加え、前記下腿
部を被覆する部分における前記高密度ポリエチレンシートの短手方向の幅が、１ｃｍ以上
３ｃｍ以下であることを特徴とするものである。
【００１２】
　請求項６に記載された発明は、請求項１乃至５の何れかに記載の発明に加え、内側には
、オイルが塗布されることを特徴とするものである。
【発明の効果】
【００１３】
　請求項１又は２に記載された発明は、動作が行い易い状態を保持しながら身体への追従
性が高く、また動作による破断が防止される。更に、構造がシンプルであることから製作
が容易であり、安価にすることが可能である。
【００１４】
　請求項３に記載された発明は、美容パンツ内で密封性の高い状態を保持することが可能
であり、入浴後等に装着すれば、美容パンツ内が湿潤して装着者の新陳代謝をあげること
も可能である。
【００１５】
　請求項４又は５に記載された発明は、各シートが伸縮しても破断しにくくなり、身体の
動作に対して追従性が高い状態を保持することが可能である。
【００１６】
　請求項６に記載された発明は、美容パンツを装着した状態のままで自由な動作を行い、
皮膚からオイルを吸収させることが可能となる。また、使用中はオイルが外部に漏れにく
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く安全であり、使用後の処理も簡単で衛生的である。他にも、装着するだけでオイルが下
半身に塗られることとなる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】（ａ）は美容パンツ表側の構成を示し、（ｂ）は美容パンツ裏側の構成を示す説
明図である。
【図２】美容パンツを示す説明図である。
【図３】（ａ）は、図２のＡ－Ａ断面を示し、（ｂ）は図２のＢ－Ｂ断面を、（ｃ）は図
２のＣ－Ｃ断面を、（ｄ）は図２のＤ－Ｄ断面を、（ｅ）は図２のＥ－Ｅ断面を示す説明
図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、本発明の美容パンツの一実施形態について、図面に基づいて詳細に説明する。
　図１は、美容パンツの構成を示す説明図である。図２・３は、美容パンツの各部分を示
す説明図である。
【００１９】
　先ず初めに、図１（ａ）（ｂ）に示すように、美容パンツ１は、長尺の高密度ポリエチ
レンシート２，２・・及び低密度ポリエチレンシート３，３・・が組み合わされ、身体に
追従した状態で着用され得るものである。
　このうち、高密度ポリエチレンシート２は、ポリエチレンの比重が０．９２０以上０．
９６０以下のものを使用し、また好ましくは厚みが０．０１２ｍｍ以上０．０２５ｍｍ以
下のものを使用する。そして、高密度ポリエチレンシート２は、エチレンを重合して製造
されるもので、分子構造においては、分岐の少ない直鎖状で柔軟性が低く、引張り強度が
高いものの、縦方向（Ｙ軸）への方向性が強いことから縦方向の引裂き強度が横方向に比
べて低い特性を備えている。
　一方、低密度ポリエチレンシート３は、ポリエチレンの比重が０．９１０以上０．９２
０未満のものを使用し、また好ましくは厚みが０．０１５ｍｍ以上０．０２５ｍｍ以下の
ものを使用する。低密度ポリエチレンシート３は、エチレンをラジカル重合して製造され
るものであり、柔軟性に富み、引張り強度は高密度ポリエチレンシート２に劣るものの、
引裂き強度は高密度ポリエチレンシート２より高い特性を備えている。高密度ポリエチレ
ンシート２と低密度ポリエチレンシート３との接合は、端部同士を重ね合わせた状態で熱
を加え、融着させることで行われる。
【００２０】
　そして、図１（ａ）に示すように、この美容パンツ１は、表側において、腹部を被覆す
る部分１０と、大腿部を被覆する部分１４と、下腿部を被覆する部分１６とを有している
。
　このうち、図２のＡ－Ａ断面である図３（ａ）が示すように、腹部を被覆する部分１０
は、表面中央に配され股間部を被覆する部分１１において、幅が８ｃｍ以上１２ｃｍ以下
の高密度ポリエチレンシート２ａを有している。更に、腹部を被覆する部分１０は、その
左右の端部を被覆する部分２２，２２において、幅が１ｃｍ以上３ｃｍ以下の高密度ポリ
エチレンシート２ｃ，２ｃを有している。また、股間部を被覆する部分１１と端部を被覆
する部分２２，２２との間には低密度ポリエチレンシート３ａ，３ａが配されている。
【００２１】
　一方、図１（ｂ）に示すように、美容パンツ１は、裏側において、腰部を被覆する部分
１２と、大腿部を被覆する部分１７と、下腿部を被覆する部分１９とを有している。この
うち、腰部を被覆する部分１２の中央に配された臀部を被覆する部分１３には、幅が８ｃ
ｍ以上１２ｃｍ以下の高密度ポリエチレンシート２ｂが配されており、臀部を被覆する部
分１３と左右の端部を被覆する部分２２，２２との間には低密度ポリエチレンシート３ｂ
，３ｂが配されている。
　他にも、腹部を被覆する部分１０の上端と、腰部を被覆する部分１２の上端とに亘って
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、幅が１ｃｍ以上３ｃｍ以下の高密度ポリエチレンシート２ｃ’が外周に亘って配されて
おり、ウェストライン２３が形成されている。更に、ウェストラインを被覆する部分２３
の上方には、ウェスト部分をゴムで締め付ける緊締部２０が形成されている。
【００２２】
　次に、図２のＢ－Ｂ断面である図３（ｂ）が示すように、美容パンツ１の表側における
大腿部を被覆する部分１４には、２本の長形の低密度ポリエチレンシート３ｄ，３ｄと、
幅が１ｃｍ以上３ｃｍ以下で長形の３本の高密度ポリエチレンシート２ｅ，２ｅ・・とが
、それらの長手方向を足の方向に向けた状態で、交互に配置されている。ここで、高密度
ポリエチレンシート２ｅは、縦方向（Ｙ軸）への方向性が強いことで縦方向の引裂き強度
が横方向に比べて低い特性を備えており、低密度ポリエチレンシート３ｄよりも引張り強
度が高くなることから、高密度ポリエチレンシート２ｅの繊維の横方向（Ｘ軸）が長手方
向と同一方向になっている。
【００２３】
　一方、美容パンツ１の裏側において、大腿部を被覆する部分１７には、幅が１ｃｍ以上
３ｃｍ以下で長形の３本の高密度ポリエチレンシート２ｆ，２ｆ・・と長形の２本の低密
度ポリエチレンシート３ｅ，３ｅとが、それらの長手方向を足の方向に向けた状態で、交
互に配置されている。ここでも、高密度ポリエチレンシート２ｅと同様に、高密度ポリエ
チレンシート２ｆの繊維の横方向が長手方向と同一方向になっている。外側の高密度ポリ
エチレンシート２ｅと高密度ポリエチレンシート２ｆとの間には、低密度ポリエチレンシ
ート３ｄ’が配されている。また、内側の高密度ポリエチレンシート２ｅと高密度ポリエ
チレンシート２ｆとの間には、低密度ポリエチレンシート３ｄ’が配されている。これら
低密度ポリエチレンシート３ｄ’，３ｄ’は、表側の部分より、裏側の部分が長い形状で
ある。
【００２４】
　そして、図２のＥ－Ｅ断面である図３（ｅ）が示すように、美容パンツ１の表側におい
て、その下方で下腿部を被覆する部分１６には、幅が１ｃｍ以上３ｃｍ以下で長形の２本
の高密度ポリエチレンシート２ｊ，２ｊと長形の１本の低密度ポリエチレンシート３ｇと
が、それらの長手方向を足の方向に向けた状態で、交互に配置されている。ここで、高密
度ポリエチレンシート２ｊは、繊維の横方向が長手方向と同一方向になっている。
【００２５】
　更に、大腿部を被覆する部分１４の下端には、幅が１ｃｍ以上３ｃｍ以下で長形の高密
度ポリエチレンシート２ｇが長手方向を横方向として配されており、下腿部を被覆する部
分１６の上端には、図２のＤ－Ｄ断面である図３（ｄ）が示すように、幅が１ｃｍ以上３
ｃｍ以下で長形の高密度ポリエチレンシート２ｈが長手方向を横方向として配されている
。そして、これらの間には低密度ポリエチレンシート３ｆが配され、図２のＣ－Ｃ断面で
ある図３（ｃ）が示すように、膝部を被覆する部分１５が形成されている。ここで、高密
度ポリエチレンシート２ｇ，２ｈは、繊維の横方向が短手方向と同一方向になっている。
【００２６】
　一方、美容パンツ１の裏側において、下腿部を被覆する部分１９には、幅が１ｃｍ以上
３ｃｍ以下で長形の２本の高密度ポリエチレンシート２ｋ，２ｋと長形の１本の低密度ポ
リエチレンシート３ｈとが、それらの長手方向を足の方向に向けた状態で、交互に配置さ
れている。そして、大腿部を被覆する部分１７の下端と下腿部を被覆する部分１９の上端
との間には、幅が１ｃｍ以上３ｃｍ以下で長形の高密度ポリエチレンシート２ｉが長手方
向を横方向として配されている。ここで、高密度ポリエチレンシート２ｉは、繊維の横方
向が短手方向と同一方向になっている。外側の高密度ポリエチレンシート２ｊと高密度ポ
リエチレンシート２ｋとの間には、低密度ポリエチレンシート３ｇ’が配されている。ま
た、内側の高密度ポリエチレンシート２ｊと高密度ポリエチレンシート２ｋとの間には、
低密度ポリエチレンシート３ｇ’が配されている。これら低密度ポリエチレンシート３ｇ
’，３ｇ’は、表側の部分より、裏側の部分が長い形状である。
　また、表側の下腿部を被覆する部分１６から、裏側の下腿部を被覆する部分１９の下端
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には、踝部分をゴムで締め付ける緊締部２１が形成されている。
【００２７】
　このようにして構成される美容パンツ１を装着した状態において、装着者が足を曲げた
ときの高密度ポリエチレンシート２（２ａ，２ｂ，・・）と低密度ポリエチレンシート３
（３ａ，３ｂ・・）との伸縮は、以下のように行われる。
　先ず初めに、装着者が足を曲げると、美容パンツ１の表側において、腹部を被覆する部
分１０では、股間部を被覆する部分１１の高密度ポリエチレンシート２ａと、左右の端部
を被覆する部分２２，２２の高密度ポリエチレンシート２ｃ，２ｃと、低密度ポリエチレ
ンシート３ａ，３ａとが着用者の前側からみて谷折りで折り曲げられることとなる。
【００２８】
　一方、美容パンツ１の裏側において、腰部を被覆する部分１２では、臀部を被覆する部
分１３の高密度ポリエチレンシート２ｂと、高密度ポリエチレンシート２ｄ，２ｄ・・と
が体型に沿って上下に引っ張られることになるが、高密度ポリエチレンシート２ｂは、繊
維の横方向が長手方向と同一方向であり、高密度ポリエチレンシート２ｄ，２ｄ・・は、
短手方向と同一方向であることから、体型に沿って引っ張られても破断しにくい構造にな
っている。更に、腰部を被覆する部分１２には、低密度ポリエチレンシート３ｃ，３ｃ・
・が、高密度ポリエチレンシート２ｂ，２ｄ・・の間に配されていることから、柔軟性に
富むことで体型に沿って伸びることとなり、柔軟性が低い高密度ポリエチレンシート２ｂ
，２ｄ・・を破断しにくくしている。
【００２９】
　次に、美容パンツ１の表側において、大腿部を被覆する部分１４では、高密度ポリエチ
レンシート２ｅと低密度ポリエチレンシート３ｄとが足の軸方向と同じ方向に引っ張られ
ることとなる。ここで、高密度ポリエチレンシート２ｅは、長手方向を足の軸方向と同じ
方向とした状態で配されており、繊維の横方向も同一方向であることから、足の軸方向に
引っ張られても破断しにくい構造になっている。また、交互配置による補強により、高密
度ポリエチレンシート２ｅよりも引っ張り強度の劣る低密度ポリエチレンシート３ｄも、
足の軸方向に引っ張られても破断しにくくなっている。このことは、美容パンツ１の裏側
で大腿部を被覆する部分１７においても同様である。
【００３０】
　また、美容パンツ１の表側において、下腿部を被覆する部分１６でも、高密度ポリエチ
レンシート２ｊと低密度ポリエチレンシート３ｇとが足の軸方向と同じ方向に引っ張られ
ることとなる。ここで、高密度ポリエチレンシート２ｊは、長手方向を足の軸方向と同じ
方向とした状態で配されており、繊維の横方向も同一方向であることから、足の軸方向に
引っ張られても破断しにくくなっている。それにより、高密度ポリエチレンシート２ｊよ
りも引っ張り強度の劣る低密度ポリエチレンシート３ｇについても、足の軸方向に引っ張
られても破断しにくくなっている。このことは、美容パンツ１の裏側で下腿部を被覆する
部分１９においても同様である。
【００３１】
　次に、美容パンツ１の表側において、膝部を被覆する部分１５では、高密度ポリエチレ
ンシート２ｇ，２ｈと、低密度ポリエチレンシート３ｆとが足の軸方向と同じ方向に引っ
張られることとなる。この場合、高密度ポリエチレンシート２ｇ，２ｈは短手方向に引っ
張られるが、低密度ポリエチレンシート３ｆは、柔軟性に富むことで膝部の形状に沿って
伸びることとなり、柔軟性が低い高密度ポリエチレンシート２ｇ，２ｈを破断しにくくし
ている。
　一方、美容パンツ１の裏側において、膕部を被覆する部分１８では、高密度ポリエチレ
ンシート２ｉが膕部の形状に沿って曲げられることとなる。
【００３２】
　上記の如く構成される美容パンツ１は、大腿部を被覆する部分１４には、長形の低密度
ポリエチレンシート３ｄ，３ｄと長形の高密度ポリエチレンシート２ｅ，２ｅ・・とが、
それらの長手方向を足の方向に向けた状態で、交互に配置され、大腿部を被覆する部分１
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７には、長形の低密度ポリエチレンシート３ｅ，３ｅと長形の高密度ポリエチレンシート
２ｆ，２ｆ・・とが、それらの長手方向を足の方向に向けた状態で、交互に配置されてい
ることにより、動作が行い易い状態を保持しながら身体への追従性が高く、また動作によ
る破断が防止される。更に、構造がシンプルであることから製作が容易であり、安価にす
ることが可能である。
【００３３】
　更に、下腿部を被覆する部分１６には、長形の高密度ポリエチレンシート２ｊ，２ｊと
長形の低密度ポリエチレンシート３ｇとが、それらの長手方向を足の方向に向けた状態で
、交互に配置され、下腿部を被覆する部分１９には、長形の高密度ポリエチレンシート２
ｋ，２ｋと長形の低密度ポリエチレンシート３ｈとが、それらの長手方向を足の方向に向
けた状態で、交互に配置されていることにより、動作が行い易い状態を保持しながら身体
への追従性が高く、また動作による破断が防止される。更に、構造がシンプルであること
から製作が容易であり、安価にすることが可能である。
【００３４】
　他にも、ウェストラインを被覆する部分２３及び下腿部を被覆する部分１６，１９には
、緊締部２１が形成されたことにより、美容パンツ１内で追従性の高い状態を保持するこ
とが可能であり、入浴後等に装着すれば、美容パンツ１内が湿潤して装着者の新陳代謝を
あげることも可能である。
【００３５】
　また、大腿部を被覆する部分１４における高密度ポリエチレンシート２ｅの短手方向の
幅と、大腿部を被覆する部分１７における高密度ポリエチレンシート２ｆの短手方向の幅
とが、１ｃｍ以上３ｃｍ以下であることにより、高密度ポリエチレンシート２ｅ，２ｆが
更に破断しにくくなり、身体の動作に対してより一層追従性が高い状態を保持することが
可能である。
【００３６】
　他にも、下腿部を被覆する部分１６における高密度ポリエチレンシート２ｊの短手方向
の幅と、下腿部を被覆する部分１９における高密度ポリエチレンシート２ｋの短手方向の
幅とが、１ｃｍ以上３ｃｍ以下であることにより、高密度ポリエチレンシート２ｊ，２ｋ
が更に破断しにくくなり、身体の動作に対してより一層追従性が高い状態を保持すること
が可能である。
【００３７】
　また、内側には、オイルが塗布されることにより、美容パンツ１を装着した状態のまま
で自由な動作を行い、皮膚からオイルを吸収させることが可能となる。また、使用中はオ
イルが外部に漏れにくく安全であり、使用後の処理も簡単で衛生的である。他にも、装着
するだけでオイルが下半身に塗られることとなる。
【００３８】
　なお、本発明にかかる美容パンツ１は、上記した実施の形態に何ら限定されるものでは
なく、本発明の趣旨を逸脱しない範囲で、高密度ポリエチレンシートや低密度ポリエチレ
ンシートの形状、大きさ、厚み等を適宜変更することができる。
【００３９】
　例えば、腰部を被覆する部分１２だけでなく、腹部を被覆する部分１０においても、幅
が１ｃｍ以上３ｃｍ以下の高密度ポリエチレンシート２，２・・を、股間部を被覆する部
分１１と左右の端部を被覆する部分２２，２２との間に亘って配置すると共に、これらの
間に低密度ポリエチレンシート３，３・・を配置しても良い。これにより、腰部を被覆す
る部分１２と同様に、高密度ポリエチレンシート２は、体型に沿って引っ張られてもより
一層破断しにくい構造になり、低密度ポリエチレンシート３が柔軟性に富むことで体型に
沿って伸びることとなり、柔軟性が低い高密度ポリエチレンシート２を破断しにくくする
。
【００４０】
　また、緊締部２０，２１は、腰や踝だけでなく、股間部を被覆する部分１１から臀部を
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被覆する部分１３にかけての長手方向や、大腿部を被覆する部分１４，１７、下腿部を被
覆する部分１６，１９の外周にも、同様に形成しても良い。
　更に、この緊締部２０，２１が緊締する構造としては、ゴムのように引張力を発生させ
るものの他に、面ファスナーのように貼着する構造のものとしても良く、密封性の高い状
態を保持することが可能なものであれば、適宜変更可能である。
【００４１】
　他にも、美容パンツ１の内面に塗布するオイルは、美容用オイルの他、マルチオイルや
アロマオイル等のオイルや乳液、美容液であっても良い。
　更に、オイルは、美容パンツ１の内面に予め塗布せずに、美容パンツ１を装着する前や
後において身体に塗布しても良い。
【００４２】
　また、ウェストラインから大腿部までを覆う半ズボン形状の美容パンツ１において、大
腿部を被覆する部分１４の下端から大腿部を被覆する部分１７の下端に亘って緊締部２１
を設けても良い。この場合、下腿部を除く下半身に対し、美容パンツ１内で密封性の高い
状態を保持することが可能であり、入浴後等に装着すれば、美容パンツ１内が湿潤して装
着者の新陳代謝をあげることや、美容オイルを塗布して皮膚からオイルを吸収させること
が可能となる。
【符号の説明】
【００４３】
　１・・美容パンツ、２・・高密度ポリエチレンシート、３・・低密度ポリエチレンシー
ト、１０・・腹部を被覆する部分、１１・・股間部を被覆する部分、１２・・腰部を被覆
する部分、１３・・臀部を被覆する部分、１４・・大腿部を被覆する部分（表側）、１５
・・膝部を被覆する部分（表側）、１６・・下腿部を被覆する部分（表側）、１７・・大
腿部を被覆する部分（裏側）、１８・・膕部を被覆する部分、１９・・下腿部を被覆する
部分（裏側）、２０・・緊締部、２１・・緊締部、２２・・端部を被覆する部分、２３・
・ウェストラインを被覆する部分。
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【手続補正書】
【提出日】平成29年4月11日(2017.4.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　比重が０．９１０以上０．９２０未満である低密度ポリエチレンシートと、比重が０．
９２０以上０．９６０以下である高密度ポリエチレンシートとを含んでおり、
　大腿部を被覆する部分には、長形の前記低密度ポリエチレンシートと長形の前記高密度
ポリエチレンシートとが、それらの長手方向を足の方向に向けた状態で、交互に配置され
ていることを特徴とする美容パンツ。
【請求項２】
　更に、下腿部を被覆する部分には、長形の前記高密度ポリエチレンシート及び長形の前
記低密度ポリエチレンシートの長手方向とが、それらの長手方向を足の方向に向けた状態
で、交互に配置されていることを特徴とする請求項１に記載の美容パンツ。
【請求項３】
　前記下腿部を被覆する部分における前記高密度ポリエチレンシートの短手方向の幅が、
１ｃｍ以上３ｃｍ以下であることを特徴とする請求項２に記載の美容パンツ。
【請求項４】
　ウェストラインを被覆する部分及び踝部を被覆する部分には、緊締部が形成されること
を特徴とする請求項１乃至３の何れかに記載の美容パンツ。
【請求項５】
　前記大腿部を被覆する部分における前記高密度ポリエチレンシートの短手方向の幅が、
１ｃｍ以上３ｃｍ以下であることを特徴とする請求項１乃至４の何れかに記載の美容パン
ツ。
【請求項６】
　内側には、オイルが塗布されることを特徴とする請求項１乃至５の何れかに記載の美容
パンツ。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　請求項３に記載された発明は、請求項２に記載の発明に加え、前記下腿部を被覆する部
分における前記高密度ポリエチレンシートの短手方向の幅が、１ｃｍ以上３ｃｍ以下であ
ることを特徴とするものである。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　請求項４に記載された発明は、請求項１乃至３の何れかに記載の発明に加え、ウェスト
ラインを被覆する部分及び踝部を被覆する部分には、緊締部が形成されることを特徴とす
るものである。
【手続補正４】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　請求項５に記載された発明は、請求項１乃至４の何れかに記載の発明に加え、前記大腿
部を被覆する部分における前記高密度ポリエチレンシートの短手方向の幅が、１ｃｍ以上
３ｃｍ以下であることを特徴とするものである。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　請求項４に記載された発明は、美容パンツ内で密封性の高い状態を保持することが可能
であり、入浴後等に装着すれば、美容パンツ内が湿潤して装着者の新陳代謝をあげること
も可能である。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　請求項３又は５に記載された発明は、各シートが伸縮しても破断しにくくなり、身体の
動作に対して追従性が高い状態を保持することが可能である。
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